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◎f友達関約が大切さ・達成度ともにトップ(設問1～お）

一~~.ー.｡.､
■一一

f

｢非常に大切」と「達成・経験

した｣の回答の割合で散布図を

作ると、「1．心を開いて話せ

る友人」と「8．たくさんの友

人｣がともに目立って高いこと

が分かる(p.14)。｢非常に大切」

の回答がこれらに次いで高い

のは､進路や自立に関する項目

であるが､達成度は比較的低い

(｢大切だが達成していない｣)。
． ： -… ：.‘ ′; ・ヘ j

課外活動に関する項目は｢大切

ではないが達成している｣、知

的活動や社会・人生の問題に

関する項目は｢大切でないし達

成もしていない｣という分布に

なる。

1.心鯛いて話せ砿人蜆つける
… ｕ

Ｒ
ｍ

Ｉ
Ｉ8‘－織こ蕊Lんだﾘ遊んだりするたくさ柳

友人鯛る

17.自分の職の繩について情羅探したり、

鮒に載る

…

釦.自仙ﾘの意見や戦力を紬､撤する

凶.燗としての協い知識や鱸鯛につける
…251

25.社会的に自立するた加榊力を養う
柵

19.勝や鯛のた加雛に打ち趾

路‘鮒に気を配ったり､体力の雛を|幼喝
微／ 〃

(%）

0 20 40 60 80 100

｢非常に大切」が印％を越えた8項目
(上段琲常に大切｣、下段『賊・綴した｣回瀦の割合）

1

､大切さ・達成度ともに女子は男子よリボジテイヴ(設問1～記）

..~､一一一~~~~~.一－．－~一~一~.一.~~~~~、
－ーー一一一‐

』

｢大切さ」 ・ 「達成度｣ともに、

ほとんどの項目で女子は男子

よりポジティヴな結果になっ

た。男子の方が女子より｢大切

さ｣において有意にポジティヴ

なのは「異性とのつきあい｣と

｢学校外での遊び・つき合い」

だけである。「達成度」におい

ては｢学校外での遊び･つき合

い｣､｢健康への配慮・体力の増I

進｣､｢社会的自立のための精神

力の養成｣が男子に高いが､｢大｛

切さ」で男子が重視していた

｢異性とのつき合い」は女子の

達成度のほうが高い｡ (有意差

はマン・ホイットニー検定で

p<､00005 )

子＝女子

意差なし）

8， 9，

23，25

設
問
番
号

｢大切さ」男女間に差のある項目

男子＝女子
(有意差なし）

5,6, 10,14,

19,20,21

設
問
番
号

｢達成度」男女間に差のある項目
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